
  

 

「伝和泉式部宝篋印塔と加古川」  

 

 

 イ オ ン 加 古 川 店 の 西 の 野 口 交 差 点 の

す ぐ 西 側 に 洋 服 の は る や ま が あ り ま す 。

そ の 裏 側 （ 西 国 街 道 が あ っ た 場 所 ） に

県 指 定 文 化 財 で あ る 伝 和 泉 式 部 の 宝 篋

印 塔 が あ り ま す 。 室 町 時 代 初 期 の 応 永

年間（ 1 5 世紀初め）に作製されたと考

えられ、高さ 227 .5 ㎝という巨塔です。

ち な み に 全 国 に 墓 所 と い わ れ る 所 が 多

数あります。  

 和 泉 式 部 と い う と 、 三 十 六 歌 仙 の 一 人  

であり、小倉百人一首 56 番「あらざら

む  この世のほかの  思ひ出に  今ひと

たびの  逢ふこともがな」が有名です。

百人一首に関わった人は一度は読み

上げた歌ではないでしょうか？  

 他の作品は、第 63 代冷泉天皇の第

４子 であ る 敦 道 親 王 と の 恋 の 顛 末 を 記

し た 『 和 泉 式 部 日 記 』、『 拾 遺 和 歌 集 』

以下、勅撰和歌集に 2 46 首の和歌を採られ、『後拾遺和歌集』では最多入集

歌人となっています。  

 紫式部などと同様にこれだけ有名な歌人でありながら、本名が残らないの

が当時の状況です。わかっているのは、越前守・大江雅致の 娘で、和泉守・

橘道貞の妻、夫の任国と父の官名 から「和泉式部」という 後の女房名 が名づ

けられます。  

  さて、なぜ加古川のこの地に和泉式部の供養塔と考えられるランドマー  

ク が あ る の で し ょ う か ？ 以 下 の 歌 に ヒ ン ト が

あるかもしれません。  

「 暗 き よ り  暗 き 道 に ぞ 入 り ぬ べ き 遥 か に

照 ら せ  山 の 端 の 月 」 こ の 歌 は 書 写 山 圓 教 寺

の開 祖 性
しょう

空
く う

上人 への 結 縁歌 です 。 歌の 返 し に

性 空 上 人 か ら 袈 裟 を も ら い 、 そ れ を 着 て 命 を

終 え た と 伝 え ら れ て い ま す 。 和 泉 式 部 は 圓 教

寺 を 訪 れ た と い わ れ て い ま す 。 西 国 街 道 沿 い

に塔が存在する一つの理由かもしれません。  
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